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2 乳用牛成畜の半数以上を飼養規模「100頭以上」が飼養
－ 畜産統計（令和５年２月１日現在）－

　農林水産省は令和５年７月７日、「畜産統計調査」（令和５年２月１日現在）の結果を公表した。乳用牛の
全国の飼養戸数は１万2,600戸で前年に比べ700戸減少し、飼養頭数は135万6,000頭で同１万5,000
頭減少した。この結果、１戸当たり飼養頭数は107.6頭で同4.5頭増加した。

②

１．乳用牛の飼養戸数・頭数の推移
　全国の乳用牛の飼養戸数は１万2,600戸で、前年に比
べ700戸（5.3％）減少した。また、飼養頭数は135万6,000
頭で、前年に比べ１万5,000頭（1.1％）減少した。 この
結果、１戸当たり飼養頭数は引き続き増加傾向にあり、
前年に比べ4.5頭（4.4％）増加の107.6頭であった（図１
参照）。

表２　乳用牛の成畜飼養頭数規模別飼養戸数・頭数（全国）

単位 計
成畜飼養頭数規模

子畜のみ小計 1～19 20～29 30～49 50～79 80～99 100～199 200頭
以上 300頭以上

飼
養
戸
数

実　　数 2022年 戸 13,300 13,000 2,510 1,590 3,120 2,750 917 1,450 669 348 310
2023年 戸 12,600 12,300 2,460 1,420 2,860 2,600 871 1,430 675 350 303

対前年比（23/22） ％ 94.7 94.6 98.0 89.3 91.7 94.5 95.0 98.6 100.9 100.6 97.7
構 成 比 2022年 ％ 100.0 97.7 18.9 12.0 23.5 20.7 6.9 10.9 5.0 2.6 2.3

2023年 % 100.0 97.6 19.5 11.3 22.7 20.6 6.9 11.3 5.4 2.8 2.4

飼
養
頭
数

実　　数 2022年 千頭 1,371.0 1,353.0 59.2 61.5 175.1 256.6 120.9 287.5 392.4 281.1 17.9
2023年 千頭 1,356.0 1,337.0 62.2 54.1 166.6 246.7 117.9 285.8 403.3 289.0 19.1

対前年比（23/22） ％ 98.9 98.8 105.1 88.0 95.1 96.1 97.5 99.4 102.8 102.8 106.7
構 成 比 2022年 ％ 100.0 98.7 4.3 4.5 12.8 18.7 8.8 21.0 28.6 20.5 1.3

2023年 ％ 100.0 98.6 4.6 4.0 12.3 18.2 8.7 21.1 29.7 21.3 1.4
注）成畜（２歳以上）には、２歳未満の経産牛を含む。

　飼養頭数の内訳をみると、経産牛は83万6,600頭で、
前年に比べ２万5,100
頭（2.9％）減少した。
また、未経産牛は51万
9,100頭で、前年に比
べ9,600頭（1.9 ％） 増
加した。

２．乳用牛の農業地域
別飼養戸数・頭数

　全国農業地域別にみ

ると、乳用牛の飼養戸数及び飼養頭数は、いずれも前年
に比べ全ての地域で減少した。飼養戸数の減少率が最も
大きかったのは近畿（対前年比91.1％）で、続いて東海（同
91.3％）、関東・東山（同93.0％）であった。また、全国
に占める飼養戸数の割合は、北海道が42.7％、関東・東
山が17.9％、東北が14.1％であった。
　飼養頭数の減少率が最も大きかったのは近畿（対前年
比95.5％）で、続いて東海（同96.4％）、四国（同96.4％）
であった。また、全国に占める飼養頭数の割合は、北海
道が62.1％、関東・東山が12.4％、九州が7.5％であった（表
１参照）。

３．乳用牛の成畜飼養頭数規模別飼養戸数・頭数
　全国の乳用牛成畜飼養状況を飼養頭数規模別にみる
と、飼養戸数は前年に比べ「200頭以上」の階層で増加
したが、これ以外の階層では減少した。飼養戸数の減少
率が最も大きかった規模階層は、「20～29頭層」（対前年
比89.3％）であった。また、全体に占める飼養戸数の割
合は、「30～49頭」が22.7％、「50～79頭」が20.6％であった。
　飼養頭数は、前年に比べ「１～19頭」及び「200頭以
上」の階層で増加したが、これら以外の階層では減少し
た。飼養頭数の減少率が最も大きかった規模階層も、「20
～29頭」（対前年比88.0％）であった。また、全体に占
める飼養頭数の割合は、「200頭以上」が29.7％、「100～
199頭」が21.1％で、半数以上を「100頭以上」の規模階
層が飼養している（表２参照）。

表１　乳用牛の全国農業地域別飼養戸数・頭数

単位 全国 北海道 東北 北陸 関東
東山 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄

飼
養
戸
数

実　　数 2022年 戸 13,300 5,560 1,900 253 2,430 549 392 577 274 1,300 65
2023年 戸 12,600 5,380 1,780 237 2,260 501 357 547 261 1,230 64

対前年比（2023/22） ％ 94.7 96.8 93.7 93.7 93.0 91.3 91.1 94.8 95.3 94.6 98.5
全国割合 2022年 ％ 100.0 41.8 14.3 1.9 18.3 4.1 2.9 4.3 2.1 9.8 0.5

2023年 ％ 100.0 42.7 14.1 1.9 17.9 4.0 2.8 4.3 2.1 9.8 0.5

飼
養
頭
数

実　　数 2022年 千頭 1,371.0 846.1 97.4 12.2 172.2 47.0 24.4 48.0 16.7 103.1 4.0
2023年 千頭 1,356.0 842.7 95.8 11.8 168.0 45.3 23.3 46.7 16.1 102.1 3.9

対前年比（2023/22） ％ 98.9 99.6 98.4 96.7 97.6 96.4 95.5 97.3 96.4 99.0 97.3
全国割合 2022年 ％ 100.0 61.7 7.1 0.9 12.6 3.4 1.8 3.5 1.2 7.5 0.3

2023年 ％ 100.0 62.1 7.1 0.9 12.4 3.3 1.7 3.4 1.2 7.5 0.3


